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あ
ら
ま
し

正
副
議
長
あ
い
さ
つ

一
般
質
問

お
知
ら
せ

審
議
結
果

令
和
２
年
６
月
定
例
会
の

あ
ら
ま
し

令
和
２
年
６
月
定
例
会
は
、
６
月

11
日
か
ら
30
日
ま
で
の
20
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

開
会
日
の
６
月
11
日
に
は
、
ま
ず
、

議
会
運
営
委
員
及
び
常
任
委
員
の
選

任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
市
長
か
ら
「
専
決
処
分
に

つ
い
て
（
令
和
２
年
度
米
子
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
補
正
第
３
回
）
）
」

な
ど
の
議
案
３
件
が
提
案
さ
れ
、
委

員
会
審
査
の
後
、
原
案
の
と
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
承
認
、
可
決
及
び
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

次
に
、
市
長
か
ら
「
専
決
処
分
に

つ
い
て
（
米
子
市
市
税
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
）
」
な
ど
の
議
案
13
件
及
び
報
告

８
件
に
つ
い
て
提
案
理
由
の
説
明
及

び
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

15
日
、
16
日
及
び
18
日
の
３
日
間

は
、
16
人
の
議
員
に
よ
る
市
政
一
般

に
対
す
る
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

22
日
か
ら
26
日
ま
で
の
５
日
間
は
、

議
案
及
び
陳
情
の
審
査
等
の
た
め
、

委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

最
終
日
の
30
日
に
は
、
ま
ず
、
各

委
員
会
の
委
員
長
か
ら
議
案
及
び
陳

情
の
審
査
報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
、

採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
市
長
か
ら
「
財
産
の
取
得

に
つ
い
て
」
な
ど
の
議
案
２
件
が
提

案
さ
れ
、
委
員
会
審
査
の
後
、
い
ず

れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。次

に
、
市
長
か
ら
「
農
業
委
員
会

委
員
の
任
命
に
つ
い
て
」
な
ど
の
議

案
２
件
及
び
諮
問
１
件
が
提
案
さ
れ
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

次
に
、
渡
辺
議
長
及
び
岩
﨑
副
議

長
の
辞
任
に
伴
い
、
議
長
及
び
副
議

長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
議
長
に
岩
﨑

康
朗
議
員
、
副
議
長
に
前
原
茂
議
員

が
そ
れ
ぞ
れ
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
市
長
か
ら
「
監
査
委
員
の

選
任
に
つ
い
て
」
の
議
案
１
件
が
提

案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

次
に
、
鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管

理
組
合
議
会
の
議
員
の
選
挙
が
行
わ

れ
、
岩
﨑
議
員
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
議
会
の
議
員
の
選
挙
が

行
わ
れ
、
前
原
議
員
が
当
選
さ
れ
ま

し
た
。

な
お
、
今
回
審
議
さ
れ
た
案
件
は

別
表
の
と
お
り
38
件
で
、
審
議
結
果

に
つ
い
て
は
、
13
㌻
か
ら
16
㌻
ま
で

の
一
覧
表
の
と
お
り
で
す
。

令
和
２
年
５
月
臨
時
会
の

あ
ら
ま
し

令
和
２
年
５
月
臨
時
会
は
、
５
月

１
日
に
招
集
さ
れ
、
市
長
か
ら
「
米

子
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

な
ど
の
議
案
４
件
が
提
案
さ
れ
、
委

員
会
審
査
の
後
、
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

別　表
区 分 件 数
議 案 21
諮 問 1
報 告 8
陳 情 8

合 計 38

会派等の構成が変わりました
蒼
生
会

稲
田　
清　

 

岩
﨑
康
朗

奥
岩
浩
基 　
尾
沢
三
夫

門
脇
一
男 　
田
村
謙
介

三
鴨
秀
文　

 

渡
辺
穣
爾

公
明
党
議
員
団

今
城
雅
子　

 

前
原　
茂

安
田　
篤　

 

矢
田
貝
香
織

よ
な
ご
・
未
来

国
頭　
靖 　
土
光　
均

西
川
章
三　

 

矢
倉　
強

信
風安

達
卓
是 　
伊
藤
ひ
ろ
え

中
田
利
幸

日
本
共
産
党
米
子
市
議
団

石
橋
佳
枝 　
岡
村
英
治

又
野
史
朗

政
英
会

岡
田
啓
介 　
戸
田
隆
次

一
院
ク
ラ
ブ

遠
藤　
通

令
和
２
年
９
月
１
日
現
在

※
会
派
内
は
五
十
音
順
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あ
ら
ま
し

正
副
議
長
あ
い
さ
つ

一
般
質
問

お
知
ら
せ

審
議
結
果

市民の皆様には、日頃から市議会の活動に対しましてご理解とご協力をいただき心から感謝申し上げます。
私たちは、去る６月30日、議長、副議長にご選任を賜りました。
さて、現在、私たちはコロナ禍にあり、本市におきましても市民生活に深刻な影響を及ぼしておりますが、市

議会は市民の皆様の声をしっかりとお聞きし、確実に的確に、そしてスピード感を持って対応していきたいと
考えております。

また、新型コロナウイルス感染症対策以外にも高齢化社会への対応、子育て支援、地域防災力の向上など、本
市にはさまざまな課題が山積しており、議会の役割はこれまで以上に重要になるものと考えております。公
平・公正な議会運営を図るとともに、円滑な議論の展開により議決機関としての役割と機能を十分に発揮し、
市民の皆様のご期待に応えられるよう努力してまいります。

何とぞ、皆様方のご指導、ご鞭撻を賜りますよう心からお願いを申し上げ、就任のご挨拶とさせていただき
ます。

議長・副議長の就任あいさつ

議 長

岩
い わ

 﨑
さ き

 康
や す

 朗
ろ う

副議長

前
ま え

 原
は ら

　 茂
しげる

８つの委員会の構成が変わりました。
次の８つの委員会の構成が変わりました。【◎委員長　○副委員長　委員は五十音順】

市庁舎問題等調査特別委員会　定数８人
◎戸田隆次　　○三鴨秀文
　今城雅子　　遠藤　通　　中田利幸　　西川章三
　又野史朗　　渡辺穣爾

原子力発電・エネルギー問題等調査特別委員会　定数９人
◎尾沢三夫　　○土光　均
　石橋佳枝　　稲田　清　　奥岩浩基　　国頭　靖
　戸田隆次　　中田利幸　　矢田貝香織

広報広聴委員会　定数８人
◎岡村英治　　○矢田貝香織
　安達卓是　　尾沢三夫　　門脇一男
　田村謙介　　土光　均　　前原　茂

民生教育委員会　定数８人
◎国頭　靖　　○伊藤ひろえ
　石橋佳枝　　岩﨑康朗　　岡田啓介
　門脇一男　　土光　均　　矢田貝香織

総務政策委員会　定数９人
◎奥岩浩基　　○又野史朗
　安達卓是　　稲田　清　　田村謙介
　戸田隆次　　西川章三　　安田　篤
　渡辺穣爾

議会運営委員会　定数８人
◎稲田　清　　○安田　篤
　安達卓是　　岡田啓介　　奥岩浩基　　　
　国頭　靖　　土光　均　　又野史朗

予算決算委員会　定数26人（現員25人）
◎田村謙介　　○西川章三
　ほか全議員

都市経済委員会　定数９人（現員８人）
◎今城雅子　　○三鴨秀文
　遠藤　通　　岡村英治　　尾沢三夫
　中田利幸　　前原　茂　　矢倉　強

常
任
委
員
会
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あ
ら
ま
し

正
副
議
長
あ
い
さ
つ

一
般
質
問

お
知
ら
せ

審
議
結
果

稲
い な

田
た

　清
きよし

 議員
（蒼

そう
生
せい

会
かい

）

Ｇ
ギ
　
　
ガ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推

進
に
つ
い
て

■
議
員　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

に
つ
い
て
、
進
捗
状
況
を
伺
う
。

■
教
育
長　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
６
月

か
ら
１
人
増
員
配
置
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
学
習
支
援
ソ
フ
ト
「
す
ら

ら
」
を
ス
ム
ー
ズ
に
活
用
で
き
る
よ

う
に
し
た
。
学
習
支
援
ソ
フ
ト
「
す

ら
ら
」
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
長
期

欠
席
傾
向
の
児
童
生
徒
の
学
習
支
援

と
し
て
、
校
内
の
適
応
指
導
教
室
等

で
運
営
を
始
め
る
。
ま
た
、
今
後
、

仮
に
臨
時
休
業
に
な
っ
た
場
合
、
ス

ム
ー
ズ
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
ま
た
一
層
の
学
力
向
上
の
た

め
に
、
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
な
ど

対
応
可
能
な
範
囲
で
、
一
部
の
学
年

の
児
童
生
徒
を
対
象
に
運
用
の
開
始

を
予
定
し
て
い
る
。

■
議
員　
長
期
欠
席
の
児
童
生
徒
に

対
し
て
、
リ
モ
ー
ト
授
業
を
受
け
る

こ
と
で
、
出
席
日
数
に
算
入
で
き
る

と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

■
教
育
長　
「
す
ら
ら
」
を
活
用
し

た
県
の
授
業
に
お
い
て
、
不
登
校
児

童
生
徒
へ
の
自
宅
学
習
支
援
事
業
が

あ
り
、
こ
の
中
で
要
件
を
満
た
す
生

徒
を
、
校
長
の
判
断
で
出
席
に
取
り

扱
っ
て
お
り
、
リ
モ
ー
ト
学
習
を
行

う
際
に
も
、
同
じ
よ
う
に
校
長
の
判

断
で
出
席
と
し
て
い
き
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
障
害
へ
の
対
策
に
つ

い
て

■
議
員　
米
子
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
に
対
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
障
が
い

の
健
診
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
今
後

の
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

■
文
化
観
光
局
長　
例
年
12
月
に
野

球
肘
の
健
診
を
県
整
形
医
科
学
科
と

理
学
療
法
士
会
の
協
力
を
得
て
行
っ

て
い
る
。
令
和
元
年
度
は
16
名
の
医

師
、
理
学
療
法
士
の
協
力
に
よ
り
、

約
２
５
０
名
を
対
象
に
実
施
し
た
。

将
来
に
障
が
い
を
残
さ
な
い
た
め
に

非
常
に
意
義
の
あ
る
取
組
で
あ
り
、

継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
議
員　
運
営
費
の
補
助
等
、
事
業

の
予
算
化
に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
う
。

■
文
化
観
光
局
長　
ス
ポ
ー
ツ
を
す

る
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
重
要
な
取

組
で
あ
り
、
こ
れ
を
継
続
す
る
た
め

に
、
今
後
、
課
題
が
生
じ
て
く
れ
ば
、

医
師
、
理
学
療
法
士
の
声
を
聞
き
な

が
ら
市
と
し
て
の
対
応
を
考
え
た
い
。

各個質問

６月定例会では、１６人の議員が各個質問を行いました。

「一般質問」とは、議員が市の一般事務について、市長及び
執行機関に対し質問を行うことです。
「一般質問」には以下の方法があります。
●各個質問：議員が個々の立場で質問を行う
●代表質問：３人以上の議員が所属する会派の代表が行う
●関連質問：代表質問を行った議員と同じ会派の議員が関連し

た質問を行う

紙面の都合上、質問と答弁を要約しています。
詳細は市議会ホームページのインターネット
録画配信、または、会議録をご覧ください。
＊会議録は、議会事務局、各公民館、市立図書
館でご覧になれます。
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あ
ら
ま
し

正
副
議
長
あ
い
さ
つ

一
般
質
問

お
知
ら
せ

審
議
結
果

矢
や

田
た

貝
が い

香
か

織
お り

 議員
（公明党議員団）

医
療
的
ケ
ア
児
の
支
援
に
つ
い

て■
議
員　
支
援
が
必
要
な
お
子
さ
ん

の
御
家
族
は
、
日
々
の
生
活
の
大
変

さ
に
加
え
、
我
が
子
の
将
来
を
考
え

る
と
き
に
、
安
心
・
安
全
、
命
を
守

り
抜
き
た
い
と
い
う
心
と
、
地
域
の

中
で
た
く
さ
ん
の
友
達
の
中
で
成
長

し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
な
ど
、
就

園
・
就
学
の
悩
み
や
迷
い
か
ら
解
放

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思
う
。
だ
か

ら
こ
そ
、
医
療
的
ケ
ア
児
と
保
護
者

に
寄
り
添
い
、
意
見
を
最
大
限
に
尊

重
し
、
そ
れ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
早

い
段
階
か
ら
の
就
学
に
向
け
た
支
援

が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
来
年
度
の

対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

■
教
育
長　
従
前
は
、
11
月
、
12
月

に
教
育
支
援
委
員
会
を
経
て
就
学
先

を
決
定
し
て
い
た
が
、
来
年
度
は
前

倒
し
て
、
８
月
開
催
予
定
で
あ
る
。

決
定
後
は
、
保
護
者
、
園
、
学
校
、

教
育
委
員
会
担
当
者
、
医
療
関
係
者

や
福
祉
保
健
部
の
担
当
者
も
加
わ
り
、

半
年
以
上
か
け
て
、
保
護
者
、
そ
し

て
子
ど
も
た
ち
の
不
安
が
な
い
よ
う

な
支
援
を
し
た
い
。

■
議
員　
切
れ
目
な
い
支
援
を
目
指

す
た
め
、
医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
支
援

計
画
の
作
成
と
取
扱
い
の
明
確
化
、

引
継
ぎ
の
ル
ー
ル
確
立
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え

る
が
、
見
解
を
伺
う
。

■
こ
ど
も
未
来
局
長　
保
育
施
設
等

に
お
い
て
、
個
別
の
教
育
支
援
計
画

を
作
成
し
、
学
校
へ
の
引
継
ぎ
に
努

め
て
い
る
。
ま
た
、
医
療
的
ケ
ア
に

関
す
る
手
引
や
実
施
要
領
を
園
や
学

校
で
も
作
成
し
、
個
々
の
お
子
さ
ん

の
状
況
に
合
わ
せ
た
対
応
を
、
看
護

師
、
保
育
士
、
そ
し
て
学
校
の
教
職

員
、
そ
の
ほ
か
医
療
機
関
な
ど
と
連

携
し
な
が
ら
行
っ
て
い
る
。
切
れ
目

な
い
支
援
の
進
行
管
理
は
、
今
後
こ

ど
も
相
談
課
が
中
心
と
な
り
、
関
係

部
署
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
い
く
。

■
議
員　
看
護
師
の
確
保
に
つ
い
て

伺
う
。

■
教
育
長　
勤
務
条
件
や
勤
務
形
態

に
つ
い
て
は
、
今
後
も
幅
広
く
情
報

収
集
し
適
切
に
対
応
し
た
い
。
ま
た
、

本
市
が
依
頼
し
て
い
る
指
導
医
や
学

校
医
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
看
護

師
の
支
援
体
制
に
つ
い
て
も
研
究
を

進
め
、
研
修
体
制
も
整
え
て
い
き
た

い
。

戸
と

田
だ

 隆
りゅう

次
じ

 議員
（政

せい
英
えい

会
かい

）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に

係
る
保
育
料
の
一
部
無
料
化
に

つ
い
て

■
議
員　
米
子
市
に
お
い
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て
、

市
長
が
陣
頭
指
揮
を
執
ら
れ
市
民
生

活
の
支
援
・
事
業
者
の
経
済
活
動
の

環
境
整
備
と
い
う
方
針
を
掲
げ
ら
れ
、

多
角
的
に
施
策
を
積
極
的
に
推
進
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
子
育
て
支

援
の
更
な
る
充
実
の
観
点
か
ら
、
年

収
３
３
０
万
円
以
下
及
び
ひ
と
り
親

家
庭
の
３
歳
未
満
児
の
保
育
料
を
無

料
化
と
し
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

り
失
業
し
た
方
々
の
支
援
拡
充
を
実

施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

■
市
長　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に

つ
い
て
は
、
幅
広
い
分
野
で
経
済
的

な
打
撃
を
受
け
て
お
ら
れ
る
方
々
が

た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
状
況
下
で

あ
り
、
保
育
料
に
つ
い
て
、
失
業
な

ど
で
収
入
が
減
少
し
た
場
合
に
お
い

て
、
減
免
制
度
を
適
用
し
、
子
育
て

支
援
の
拡
充
を
図
っ
て
参
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

上
下
水
道
事
業
の
統
合
に
つ
い

て■
議
員　
上
水
道
事
業
は
企
業
会
計
、

下
水
道
事
業
は
任
意
的
事
業
会
計
で

財
務
指
標
の
可
視
化
を
図
り
、
事
業

推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
の
事
業
に
お
い
て
も
料
金
体

系
の
見
直
し
が
急
務
と
思
料
さ
れ
て

い
る
。
一
方
、
国
に
お
い
て
は
施
設

整
備
・
敷
設
管
の
更
新
が
必
須
と
警

鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
、
管
理
体
制
の
整
備
・
財
務
の

健
全
化
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の

状
況
を
踏
ま
え
上
水
道
・
下
水
道
の

事
務
統
合
を
図
ら
れ
自
助
努
力
を
十

分
に
果
た
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

■
市
長　
上
下
水
道
の
事
業
推
進
に

つ
い
て
は
、
今
後
料
金
体
系
の
見
直

し
を
図
る
に
し
て
も
、
そ
の
前
に
経

営
努
力
・
自
助
努
力
を
し
て
合
理
化

の
成
果
を
市
民
に
お
示
し
す
る
こ
と

が
最
重
要
と
考
え
て
い
る
。
目
的
は
、

料
金
を
抑
え
る
こ
と
、
末
永
く
安
価

な
水
道
料
金
を
出
来
る
だ
け
堅
持
す

る
こ
と
と
思
考
す
る
。
こ
れ
ら
を
実

現
す
る
に
は
、
両
事
業
の
統
合
は
一

つ
の
手
段
と
考
え
て
い
る
。
あ
く
ま

で
合
理
化
努
力
、
そ
の
成
果
と
い
う

も
の
を
市
民
に
お
示
し
で
き
る
よ
う

今
後
努
力
し
て
参
り
た
い
と
そ
の
よ

う
に
思
っ
て
い
る
。

各個質問
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あ
ら
ま
し

正
副
議
長
あ
い
さ
つ

一
般
質
問

お
知
ら
せ

審
議
結
果

奥
お く

岩
い わ

 浩
ひ ろ

基
き

 議員
（蒼

そう
生
せい

会
かい

）

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
社
会
に
つ
い
て

■
議
員　
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
か
つ
大
胆

に
対
策
を
講
ず
る
中
、
業
務
対
応
し

た
点
、
苦
慮
し
た
点
に
つ
い
て
伺
う
。

■
教
育
長　
３
月
の
休
業
の
際
、
家

庭
訪
問
等
を
適
宜
設
定
し
な
が
ら
必

要
な
対
応
を
取
っ
た
。
子
ど
も
た
ち

も
緊
張
感
を
持
ち
続
け
て
い
く
こ
と

が
今
も
難
し
い
が
、
保
護
者
の
御
協

力
を
い
た
だ
き
、
こ
こ
ま
で
感
染
者

を
出
す
こ
と
な
く
来
て
い
る
。

■
総
務
部
長　
な
か
よ
し
学
級
、
特

別
定
額
給
付
金
へ
の
職
員
動
員
、
米

子
市
感
染
症
総
合
対
策
会
議
、
経
済

対
策
事
業
な
ど
市
役
所
を
挙
げ
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

■
議
員　
イ
ベ
ン
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
等

で
、
ど
の
よ
う
な
感
染
症
対
策
を
講

じ
て
い
く
の
か
伺
う
。

■
文
化
観
光
局
長　
国
及
び
県
が
示

す
基
準
等
に
沿
っ
て
定
め
る
市
の
基

準
に
合
わ
せ
対
応
す
る
。
文
化
施
設

等
に
つ
い
て
は
、
施
設
ご
と
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
利
用
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
示
し
対
応
し
て
い
る
。

■
議
員　
検
温
は
ど
う
さ
れ
る
の
か
。

■
文
化
観
光
局
長　
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
の
記
入
、
非
接
触
型
体
温
計
の
使

用
な
ど
必
要
に
応
じ
て
対
応
す
る
。

■
議
員　
検
温
に
関
し
、
サ
ー
モ
カ

メ
ラ
の
導
入
等
検
討
さ
れ
た
い
。

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
に
つ
い
て

■
議
員　
人
口
減
少
社
会
で
公
共
サ

ー
ビ
ス
の
維
持
を
考
え
る
中
、
市
の

業
務
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
す
る
こ
と
の
有
用

性
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

■
市
長　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
で
、
市
民

の
皆
様
の
庁
舎
内
で
の
滞
在
時
間
の

短
縮
や
、
対
面
時
間
の
減
少
に
つ
な

げ
ら
れ
る
と
考
え
る
。
今
後
見
込
ま

れ
る
人
口
減
少
、
あ
る
い
は
コ
ロ
ナ

対
応
な
ど
に
よ
り
、
業
務
体
制
の
維

持
が
困
難
に
な
る
状
況
も
考
え
ら
れ

る
。
限
ら
れ
た
職
員
で
効
率
的
に
業

務
を
行
う
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、

こ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
は
有
用
と
考
え
る
。

■
議
員　
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
の

有
用
性
に
つ
い
て
伺
う
。

■
総
合
政
策
部
長　
人
口
減
少
社
会

に
お
い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
必
要

不
可
欠
で
あ
り
、
国
の
構
想
、
そ
の

構
想
実
現
を
図
る
取
組
に
つ
い
て
注

視
し
て
い
き
た
い
。

安
あ

達
だ ち

 卓
た か

是
し

 議員
（信

しん
風
ぷう

）

障
が
い
者
へ
の
生
活
支
援
に
つ

い
て

■
議
員　
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
就

労
支
援
事
業
所
な
ど
へ
の
影
響
と
支

援
に
つ
い
て
伺
う
。

■
福
祉
保
健
部
長　
障
が
い
者
就
労

支
援
事
業
所
で
は
、
作
業
受
注
が
減

少
し
て
い
る
。
今
後
も
イ
ベ
ン
ト
中

止
等
に
よ
り
回
復
の
め
ど
が
立
っ
て

い
な
い
状
況
で
あ
り
、
当
面
は
続
く

も
の
と
予
想
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
中
、
新
た
な
事
業
へ
の
取
組
を
行

っ
て
い
る
事
業
所
も
あ
り
、
本
市
も

マ
ス
ク
や
物
品
の
仕
分
な
ど
の
作
業

発
注
を
行
い
支
援
し
て
い
る
。
今
後

も
こ
の
状
況
や
実
態
を
把
握
し
て
必

要
な
支
援
を
考
え
た
い
。

■
議
員　
ひ
き
こ
も
り
対
応
と
サ
ー

ビ
ス
支
援
に
つ
い
て
、
現
状
と
家
族

支
援
内
容
な
ど
を
伺
う
。

■
福
祉
保
健
部
長　
こ
の
た
び
の
社

会
福
祉
法
の
改
正
は
、
複
雑
化
、
複

合
化
し
た
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き

る
包
括
的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

体
制
を
整
備
す
る
観
点
で
所
要
の
措

置
が
講
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ

の
中
で
、
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い

て
も
市
町
村
が
し
っ
か
り
と
取
り
組

ん
で
い
く
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

家
族
へ
の
支
援
と
し
て
は
、
定
期
的

な
個
別
面
接
を
行
い
、
家
族
の
負
担

感
の
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま

た
、
本
人
や
家
族
に
寄
り
添
う
支
援

は
多
く
の
時
間
を
要
す
る
た
め
、
根

気
強
く
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
県
が
設
置
し

た
ひ
き
こ
も
り
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
様
々
な
支
援
機
関
が
連
携
し

て
、
本
人
や
家
族
を
多
面
的
に
支
援

す
る
こ
と
、
そ
の
役
割
を
担
う
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ヌ
カ
カ
（
干
拓
虫
）
対
策
に
つ

い
て

■
議
員　
ヌ
カ
カ
の
発
生
状
況
や
被

害
状
況
、
解
決
に
向
け
た
取
組
に
つ

い
て
伺
う
。

■
市
民
生
活
部
長　
今
年
の
ヌ
カ
カ

は
、
発
生
時
期
が
早
く
、
や
や
多
い
。

被
害
状
況
は
、
発
生
状
況
に
比
例
す

る
傾
向
に
あ
る
。
被
害
予
防
は
、
イ

カ
リ
ジ
ン
入
り
の
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー

を
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
な
お
、

発
生
抑
制
対
策
は
、
継
続
事
業
が
終

了
す
る
来
年
度
に
事
業
内
容
を
検
証

し
、
今
後
の
対
策
に
つ
な
げ
た
い
。

各個質問
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あ
ら
ま
し

正
副
議
長
あ
い
さ
つ

一
般
質
問

お
知
ら
せ

審
議
結
果

岡
お か

村
む ら

 英
え い

治
じ

 議員
（日本共産党米子市議団）

子
ど
も
の
利
益
最
優
先
の
教
育

・
保
育
環
境
に

■
議
員　
北
里
大
学
医
学
部
の
可か

知ち

悠ゆ
う

子こ

講
師
は
、
幼
稚
園
や
保
育
園
に

通
っ
て
い
な
い
未
就
学
児
を
無
園
児

と
定
義
し
て
い
る
。
全
国
で
は
９
万

５
０
０
０
人
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

市
内
の
実
態
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

■
こ
ど
も
未
来
局
長　
本
市
の
未
就

園
の
３
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で
の
合

計
数
は
推
定
49
人
で
あ
り
、
こ
の
う

ち
５
歳
児
は
12
人
で
あ
る
。

■
議
員　
可
知
講
師
は
、
低
所
得
、

多
子
、
外
国
籍
な
ど
の
複
数
の
不
利

が
重
な
っ
て
無
園
児
に
な
っ
て
い
る

も
の
と
し
、
幼
児
教
育
は
と
り
わ
け

社
会
的
に
不
利
な
家
庭
の
子
ど
も
に

お
い
て
効
果
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
る
た
め
、
先
進
諸
国
で

も
無
園
児
を
ど
の
よ
う
に
幼
児
教
育

に
つ
な
げ
る
か
が
課
題
の
一
つ
に
な

っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
本
市

の
取
組
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

■
こ
ど
も
未
来
局
長　
養
育
環
境
上

就
園
の
必
要
性
が
高
い
家
庭
は
、
保

護
者
の
理
解
を
得
た
上
で
就
園
に
つ

な
げ
る
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

■
議
員　
昨
年
10
月
か
ら
幼
児
教
育

が
無
償
化
さ
れ
た
。
３
歳
か
ら
就
園

の
義
務
化
も
検
討
す
べ
き
で
な
い
か
。

■
こ
ど
も
未
来
局
長　
平
成
26
年
の

教
育
再
生
実
行
会
議
の
第
５
次
提
言

で
就
学
前
教
育
の
義
務
教
育
化
が
提

言
さ
れ
た
。
今
後
も
国
の
動
向
を
注

視
し
て
い
き
た
い
。

気
候
変
動
対
策
に
本
腰
を

■
議
員　
台
風
の
大
型
化
、
猛
暑
、

集
中
豪
雨
の
頻
発
と
い
っ
た
異
常
気

象
に
つ
い
て
の
認
識
を
伺
う
。

■
市
民
生
活
部
長　
気
温
の
上
昇
、

大
雨
の
頻
度
の
増
加
等
が
全
国
各
地

で
観
測
さ
れ
て
お
り
、
大
き
な
気
候

変
動
の
一
環
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。

■
議
員　
昨
年
開
催
さ
れ
た
国
連
気

候
行
動
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、
国
連

事
務
総
長
か
ら
２
０
５
０
年
ま
で
に

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ

に
す
る
こ
と
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

そ
の
意
義
に
つ
い
て
伺
う
。

■
市
民
生
活
部
長　
気
候
変
動
対
策

は
全
世
界
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
で

あ
り
、
本
市
と
し
て
も
持
続
可
能
な

未
来
に
向
け
て
、
具
体
的
な
施
策
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

岡
お か

田
だ

 啓
け い

介
す け

 議員
（政

せい
英
えい

会
かい

）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
つ
い
て

■
議
員　
県
及
び
本
市
に
お
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
を
し
っ
か
り
と
抑
え
込
め
て
い
る

と
考
え
る
が
、
経
済
的
に
は
非
常
に

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
令
和
２
年
度

に
お
け
る
税
収
や
国
保
料
の
徴
収
に

対
す
る
影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

■
市
民
生
活
部
長　
市
税
の
徴
収
猶

予
に
つ
い
て
は
、
大
手
企
業
か
ら
の

申
請
が
あ
る
ほ
か
、
今
後
は
生
活
に

困
窮
さ
れ
て
い
る
市
民
か
ら
徴
収
猶

予
の
申
請
が
あ
る
も
の
と
予
測
し
て

い
る
。
国
保
料
に
つ
い
て
も
、
減
免

や
徴
収
猶
予
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

る
が
、
納
入
通
知
書
の
発
送
が
７
月

で
あ
る
た
め
、
現
時
点
で
は
見
込
み

が
立
た
な
い
状
況
で
あ
る
。

■
議
員　
我
々
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
第
二
波
、
第
三

波
に
備
え
て
６
月
以
降
し
っ
か
り
と

検
証
を
行
い
、
次
の
波
が
来
た
時
、

感
染
拡
大
を
予
防
し
な
が
ら
も
、
経

済
が
ど
の
程
度
回
せ
る
も
の
な
の
か

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
踏
み
込
ん

だ
議
論
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

現
在
の
経
済
政
策
に
つ
い
て

■
議
員　
市
民
や
企
業
の
声
を
市
に

届
け
る
の
は
議
員
の
仕
事
で
あ
る
が
、

市
に
お
い
て
も
広
く
情
報
収
集
し
、

的
確
な
政
策
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
る
。
現
在
、
取
り
組
ん
で

い
る
経
済
政
策
を
伺
う
。

■
経
済
部
長　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
係
る
飲
食
業
等
設
備
投

資
応
援
事
業
補
助
金
の
実
施
、
ま
た

市
内
全
世
帯
に
市
内
の
飲
食
店
で
使

用
で
き
る
割
引
券
を
配
布
す
る
ほ
か
、

宿
泊
業
緊
急
支
援
対
策
事
業
等
を
実

施
す
る
。
ま
た
、
中
小
・
小
規
模
事

業
者
に
対
し
て
も
支
援
を
行
い
、
市

内
事
業
者
の
経
営
の
維
持
、
安
定
を

図
っ
て
い
る
。

■
議
員　
各
企
業
の
活
動
の
活
発
化

に
対
す
る
本
市
の
考
え
を
伺
う
。

■
市
長　
感
染
症
対
策
に
万
全
を
期

す
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
疲
弊
し

た
経
済
、
停
滞
し
て
い
る
社
会
活
動

を
出
来
る
限
り
元
に
戻
す
ま
で
が
感

染
症
対
策
で
あ
る
。
企
業
支
援
の
た

め
、
市
と
し
て
情
報
発
信
を
行
な
う

等
、
し
っ
か
り
対
応
し
た
い
。

各個質問
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あ
ら
ま
し

正
副
議
長
あ
い
さ
つ

一
般
質
問

お
知
ら
せ

審
議
結
果

前
ま え

原
は ら

　茂
しげる

 議員
（公明党議員団）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
農
業
支
援

に
つ
い
て

■
議
員　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、

農
業
分
野
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え

て
い
る
。
そ
の
代
表
と
言
わ
れ
る
の

が
畜
産
で
あ
る
。
市
内
の
酪
農
、
肥

育
、
繁
殖
農
家
数
に
つ
い
て
伺
う
。

■
農
林
水
産
振
興
局
長　
酪
農
農
家

は
１
軒
、
肥
育
農
家
は
０
軒
、
繁
殖

農
家
は
５
軒
で
あ
る
。

■
議
員　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
小
中
学
校
が
休

校
と
な
り
、
給
食
の
牛
乳
需
要
が
な

く
な
っ
た
が
、
そ
の
影
響
を
伺
う
。

■
農
林
水
産
振
興
局
長　
休
校
の
間

の
生
乳
は
、
大
部
分
が
加
工
用
に
切

替
え
ら
れ
た
。
買
取
り
価
格
は
、
加

工
用
が
一
番
安
く
、
給
食
用
と
比
べ

て
１
㌕
当
た
り
約
50
円
の
差
が
あ
り
、

影
響
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

■
議
員　
本
市
に
お
い
て
現
状
１
軒

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
酪
農
家
の
サ
ポ

ー
ト
を
行
い
、
現
場
に
足
を
運
ん
で

現
状
を
把
握
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

ヌ
カ
カ
（
干
拓
虫
）
対
策
に
つ

い
て

■
議
員　
今
年
の
ヌ
カ
カ
の
発
生
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

■
市
民
生
活
部
長　
発
生
時
期
が
２

週
間
程
度
早
い
た
め
、
や
や
多
い
状

況
と
な
っ
て
い
る
。

■
議
員　
ヌ
カ
カ
の
採
集
調
査
は
、

年
々
減
少
し
、
昨
年
度
か
ら
１
か
所

と
な
っ
て
い
る
。
新
聞
で
は
、
ヌ
カ

カ
の
生
息
地
が
拡
大
し
て
い
る
と
の

記
事
も
あ
る
が
、
再
度
、
調
査
箇
所

を
増
や
し
て
、
情
報
を
把
握
す
べ
き

と
思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

■
市
民
生
活
部
長　
平
成
30
年
度
ま

で
実
施
し
た
米
子
高
専
の
発
生
状
況

調
査
は
、
発
生
の
地
域
、
土
壌
、
時

期
、
時
間
帯
な
ど
の
傾
向
把
握
の
た

め
に
行
っ
て
き
た
。
傾
向
把
握
が
出

来
た
た
め
、
発
生
抑
制
事
業
に
移
行

し
て
い
る
。

■
議
員　
ヌ
カ
カ
の
発
生
抑
制
と
し

て
、
石
灰
散
布
の
み
で
も
効
果
が
あ

る
と
聞
い
て
い
る
が
、
ド
ロ
ー
ン
に

よ
る
散
布
は
で
き
な
い
の
か
伺
う
。

■
市
民
生
活
部
長　
現
在
、
実
施
し

て
い
る
モ
デ
ル
事
業
の
検
証
を
踏
ま

え
つ
つ
、
地
元
自
治
会
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
、
効
率
的
な
発
生
抑
制
対

策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

田
た

村
む ら

 謙
け ん

介
す け

 議員
（蒼

そう
生
せい

会
かい

）

米
子
城
跡
の
復
元
と
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
・
３

■
議
員　
以
前
要
望
し
た
福
市
遺
跡

階
段
手
す
り
の
設
置
状
況
を
伺
う
。

■
文
化
観
光
局
長　
広
場
奥
の
階
段

は
、
既
に
設
置
を
完
了
し
た
。
も
う

一
方
、
考
古
資
料
館
側
は
、
現
在
材

料
を
調
達
し
て
お
り
、
準
備
が
整
い

次
第
、
工
事
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

■
議
員　
こ
の
手
す
り
の
高
さ
は
65

㌢
で
あ
っ
た
が
、
一
般
的
な
75
㌢
と

比
べ
明
ら
か
に
低
い
状
況
で
あ
る
。

早
期
に
是
正
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

■
文
化
観
光
局
長　
議
員
の
御
指
摘

に
つ
い
て
、
こ
ち
ら
で
も
調
査
し
、

直
せ
る
部
分
は
直
し
た
い
。

■
議
員　
米
子
城
石
垣
を
活
用
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
に

つ
い
て
３
月
議
会
で
提
案
し
、
前
向

き
な
答
弁
を
い
た
だ
い
て
い
た
が
、

早
速
に
こ
の
６
月
議
会
の
議
案
に
上

が
っ
て
き
て
お
り
、
こ
の
ス
ピ
ー
ド

感
に
驚
き
、
非
常
に
嬉
し
く
思
う
。

こ
の
事
業
の
詳
細
を
伺
う
。

■
文
化
観
光
局
長　
本
事
業
は
米
子

城
跡
の
石
垣
に
ス
ク
リ
ー
ン
を
か
け

映
像
を
投
影
す
る
野
外
シ
ア
タ
ー
的

な
も
の
で
、
市
内
の
商
業
関
係
者
や

ま
ち
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
市
民
、

本
市
職
員
な
ど
で
一
夜
城
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
実
行
委
員
会
を
近
日
中
に
立
ち

上
げ
る
予
定
で
あ
る
。

■
議
員　
開
催
予
定
時
期
を
伺
う
。

■
文
化
観
光
局
長　
米
子
城
跡
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
秋
の
陣
期
間
中
の
９
月
19

日
に
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

市
民
に
寄
り
添
っ
た
動
物
愛
護

施
策
に
つ
い
て

■
議
員　
犬
や
猫
な
ど
の
行
方
不
明

動
物
の
捜
索
に
あ
た
り
、
公
民
館
な

ど
を
通
じ
て
回
覧
板
の
利
用
を
依
頼

で
き
な
い
か
伺
う
。

■
市
民
生
活
部
長　
飼
い
主
の
方
が

回
覧
等
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
、

公
民
館
へ
の
掲
示
、
自
治
会
回
覧
等

に
つ
い
て
、
市
も
一
緒
に
相
談
、
協

力
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

■
議
員　
公
民
館
で
狂
犬
病
予
防
接

種
を
実
施
す
る
動
物
病
院
に
よ
っ
て
、

か
み
つ
き
防
止
グ
ロ
ー
ブ
の
用
意
の

有
無
が
あ
る
。
市
が
独
自
に
購
入
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

■
市
民
生
活
部
長　
病
院
に
よ
っ
て
、

対
応
に
差
が
あ
る
の
で
市
の
ほ
う
で

も
準
備
し
た
い
。

各個質問
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あ
ら
ま
し

正
副
議
長
あ
い
さ
つ

一
般
質
問

お
知
ら
せ

審
議
結
果

伊
い

藤
と う

ひろえ 議員
（信

しん
風
ぷう

）

こ
ど
も
食
堂
に
つ
い
て

■
議
員　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
外
出
自
粛
、
休
校
等
で
孤
立
し
た

子
ど
も
た
ち
を
支
え
る
た
め
に
、
こ

ど
も
食
堂
で
弁
当
や
食
料
を
配
達
す

る
な
ど
、
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
を
さ
れ

て
い
る
。
改
め
て
こ
ど
も
食
堂
の
市

の
位
置
づ
け
や
そ
の
認
識
を
伺
う
。

■
こ
ど
も
未
来
局
長　
昨
年
10
月
に

策
定
し
た
米
子
市
子
ど
も
の
貧
困
対

策
推
進
計
画
の
中
で
、
子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
の
支
援
施
策
と
し
て
位

置
づ
け
て
い
る
。
こ
ど
も
食
堂
は
、

貧
困
の
状
態
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
へ

の
食
事
の
提
供
に
と
ど
ま
ら
ず
、
困

難
を
抱
え
る
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭

の
孤
立
を
防
ぐ
居
場
所
と
し
て
の
機

能
を
有
し
て
お
り
、
さ
ら
に
は
地
域

の
多
様
な
交
流
の
場
と
な
る
可
能
性

を
持
つ
も
の
と
認
識
し
て
い
る

ひ
と
い
ち
ば
い
敏
感
な
子
（
Ｈ

Ｓ
Ｃ
）
に
つ
い
て

■
議
員　
ひ
と
い
ち
ば
い
敏
感
な
子
、

Ｈ
Ｓ
Ｃ
（
ハ
イ
リ
ー
・
セ
ン
シ
テ
ィ

ブ
・
チ
ャ
イ
ル
ド
）
は
、
感
受
性
が

豊
か
で
、
他
人
の
気
持
ち
に
よ
く
気

が
つ
く
一
方
、
周
囲
の
刺
激
に
敏
感

で
傷
つ
き
や
す
い
子
ど
も
を
指
す
言

葉
で
あ
る
。
５
人
に
１
人
存
在
す
る

と
言
わ
れ
て
お
り
、
周
囲
の
無
理
解

に
苦
し
む
ケ
ー
ス
が
多
い
と
い
う
。

ひ
と
い
ち
ば
い
敏
感
な
子
の
認
識
と

理
解
に
つ
い
て
伺
う
。

■
こ
ど
も
未
来
局
長　
ひ
と
い
ち
ば

い
敏
感
な
子
と
い
う
の
は
、
感
受
性

が
豊
か
で
、
他
人
の
気
持
ち
に
よ
く

気
が
つ
く
一
方
、
周
囲
の
刺
激
に
敏

感
で
傷
つ
き
や
す
い
子
ど
も
と
い
う

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
保
育
施
設
、

学
校
、
社
会
で
も
徐
々
に
認
識
さ
れ

つ
つ
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
不

登
校
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
の
背
景
は

様
々
で
因
果
関
係
は
は
っ
き
り
と
は

分
か
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
だ
が
、
一

人
一
人
の
様
々
な
特
性
を
理
解
し
つ

つ
、
多
角
的
に
支
援
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

■
議
員　
周
囲
の
無
理
解
に
悩
ん
で

い
る
と
い
う
声
も
あ
る
。
啓
発
に
力

を
入
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。
ど
こ
に

相
談
し
た
ら
よ
い
の
か
伺
う
。

■
こ
ど
も
未
来
局
長　
こ
ど
も
総
合

相
談
窓
口
で
の
受
付
、
ま
た
在
籍
の

園
や
学
校
で
の
相
談
も
可
能
で
あ
る
。

土
ど

光
こ う

　均
ひとし

 議員
（よなご・未来）

島
根
原
発
に
係
る
中
国
電
力
の

巡
視
虚
偽
報
告
に
つ
い
て

■
議
員　
中
国
電
力
の
巡
視
の
虚
偽

報
告
に
関
し
、
鳥
取
県
、
米
子
市
、

境
港
市
は
３
者
で
、
安
全
と
信
頼
を

不
可
欠
と
す
る
原
子
力
発
電
所
の
運

用
に
対
す
る
信
頼
関
係
を
根
本
か
ら

揺
る
が
す
も
の
で
あ
り
、
憤
り
を
禁

じ
得
な
い
と
申
入
れ
を
し
て
い
る
。

本
市
は
今
で
も
こ
の
よ
う
な
見
解
で

あ
る
と
理
解
し
て
い
い
か
。

■
防
災
安
全
監　
変
わ
り
は
な
い
。

■
議
員　
信
頼
関
係
を
揺
る
が
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
中
国

電
力
が
ど
の
よ
う
に
対
処
す
れ
ば
信

頼
関
係
が
戻
る
と
考
え
て
い
る
か
。

■
防
災
安
全
監　
原
因
究
明
、
分
析

と
対
策
、
原
発
の
安
全
性
を
高
め
る

不
断
の
取
組
を
し
っ
か
り
と
続
け
て

い
た
だ
き
た
い
。

■
議
員　
申
入
れ
で
、
第
三
者
機
関

に
よ
る
全
容
解
明
を
行
う
こ
と
と
あ

る
が
、
ど
う
い
う
意
図
か
。

■
防
災
安
全
監　
虚
偽
報
告
に
関
し

て
は
以
前
に
も
同
種
の
も
の
が
あ
っ

た
が
、
再
発
を
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、

第
三
者
機
関
と
一
緒
に
な
っ
て
改
善

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い

う
思
い
か
ら
で
あ
る
。

■
議
員　
申
入
れ
で
、
県
民
（
市
民
）

に
対
し
て
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る

こ
と
と
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
何
を

求
め
て
い
る
の
か
。

■
防
災
安
全
監　
中
国
電
力
が
ど
の

よ
う
に
情
報
公
開
し
、
ど
の
よ
う
に

県
民
・
市
民
に
説
明
の
努
力
を
し
て

い
く
の
か
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

淀
江
産
業
廃
棄
物
処
分
場
計
画

に
お
け
る
地
下
水
調
査
に
つ
い

て■
議
員　
本
市
は
、
計
画
処
分
場
の

直
下
の
地
下
水
は
福
井
水
源
地
の
方

向
に
は
流
れ
な
い
と
し
て
市
有
地
の

提
供
の
判
断
を
し
た
。
し
か
し
、
県

は
改
め
て
地
下
水
の
流
れ
を
調
査
す

る
た
め
、
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

１
年
以
上
の
期
間
を
か
け
、
き
ち
ん

と
し
た
結
果
を
出
す
こ
と
と
し
て
い

る
。
福
井
水
源
地
の
方
向
に
流
れ
な

い
と
い
う
以
外
の
結
果
が
出
た
と
き
、

本
市
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

■
市
民
生
活
部
長　
結
果
が
出
た
後

に
県
が
判
断
す
る
こ
と
で
あ
る
。
市

有
地
の
提
供
の
前
提
と
な
る
安
全
性

に
つ
い
て
は
、
県
が
厳
格
に
判
断
さ

れ
る
も
の
と
い
う
理
解
で
あ
る
。

各個質問
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あ
ら
ま
し

正
副
議
長
あ
い
さ
つ

一
般
質
問

お
知
ら
せ

審
議
結
果

又
ま た

野
の

 史
し

朗
ろ う

 議員
（日本共産党米子市議団）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と

今
後
の
市
政

■
議
員　
コ
ロ
ナ
対
策
の
中
で
、
国

の
持
続
化
給
付
金
で
は
、
事
務
委
託

の
大
部
分
が
再
委
託
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
批
判
を
受
け
、
今
後
は
委
託
手

続
の
見
直
し
を
行
う
と
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
再
委
託
の
問
題
に
つ
い
て

市
長
の
所
見
を
伺
う
。

■
総
合
政
策
部
長　
国
の
責
任
に
お

い
て
適
切
に
対
応
し
、
事
務
執
行
さ

れ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

■
議
員　
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て

い
る
全
国
の
中
小
・
小
規
模
事
業
者

に
関
係
す
る
こ
と
で
あ
る
。
国
が
適

切
に
や
る
だ
ろ
う
と
人
ご
と
の
よ
う

に
見
て
い
る
の
で
は
な
く
、
市
と
し

て
も
し
っ
か
り
と
問
題
意
識
を
持
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
し
て
お

く
。

■
議
員　
保
育
所
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
者
が
出
れ
ば
、
統
合

し
て
保
育
所
が
大
き
く
な
り
人
数
が

増
え
れ
ば
、
そ
の
影
響
を
受
け
る
人

数
も
一
気
に
多
く
な
る
。
そ
の
よ
う

な
感
染
拡
大
の
リ
ス
ク
の
視
点
を
、

統
廃
合
を
考
え
る
上
で
の
検
討
事
項

に
加
え
て
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

■
こ
ど
も
未
来
局
長　
感
染
リ
ス
ク

を
可
能
な
限
り
低
減
で
き
る
環
境
を

整
え
た
上
で
統
合
を
進
め
て
い
き
た

い
。

■
議
員　
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安

心
を
第
一
に
考
え
れ
ば
、
統
廃
合
は

見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

産
業
廃
棄
物
処
分
場
建
設
計
画

の
中
止
を
求
め
て

■
議
員　
産
業
廃
棄
物
の
処
分
業
の

許
可
を
受
け
て
い
な
い
業
者
に
、
入

札
も
せ
ず
、
処
分
場
施
設
が
で
き
る

前
か
ら
、
産
業
廃
棄
物
の
埋
立
て
を

委
託
す
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
の
か
。

■
市
民
生
活
部
長　
公
開
で
行
わ
れ

た
セ
ン
タ
ー
の
理
事
会
に
お
い
て
承

認
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
問
題
は
な

い
と
考
え
る
。

■
議
員　
市
内
に
は
産
業
廃
棄
物
の

処
分
業
の
許
可
を
持
っ
て
い
る
業
者

が
ほ
か
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

処
分
業
の
許
可
を
持
っ
て
い
な
い
業

者
に
業
務
を
委
託
す
る
と
事
前
に
決

め
た
こ
と
は
、
大
き
な
問
題
で
あ
る

と
指
摘
す
る
。

石
い し

橋
ば し

 佳
よ し

枝
え

 議員
（日本共産党米子市議団）

ご
み
の
減
量
化
と
環
境
や
健

康
を
守
る
ご
み
処
理
を
求
め

る■
議
員　
５
月
に
西
部
広
域
行
政
管

理
組
合
は
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整

備
基
本
構
想
案
を
作
成
し
、
一
般
ご

み
の
可
燃
ご
み
処
理
施
設
５
か
所
と

不
燃
ご
み
施
設
２
か
所
、
最
終
処
分

場
を
集
約
し
、
一
体
的
に
整
備
す
る

と
提
案
し
た
。
自
治
体
は
、
住
民
の

意
識
向
上
・
協
力
を
図
り
な
が
ら
、

排
出
ご
み
の
減
量
と
分
別
に
よ
る
再

利
用
を
進
め
る
役
割
が
あ
る
が
、
本

構
想
に
お
け
る
ご
み
処
理
の
広
域
化
・

集
約
化
は
、
こ
の
役
割
を
投
げ
捨
て

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い

て
、
本
市
は
市
民
に
ど
う
説
明
し
、

合
意
を
得
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

■
市
民
生
活
部
長　
平
成
16
年
、
本

議
会
で
、
ご
み
焼
却
施
設
の
設
置
及

び
管
理
運
営
の
事
務
を
県
西
部
広
域

行
政
管
理
組
合
の
共
同
処
理
事
務
と

議
決
さ
れ
た
た
め
、
組
合
議
会
で
審

議
さ
れ
、
合
意
を
得
る
も
の
と
考
え

て
い
る

■
議
員　
市
民
の
意
見
を
反
映
し
て

本
構
想
へ
の
合
意
案
を
つ
く
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

■
副
市
長　
県
西
部
広
域
行
政
管
理

組
合
の
事
務
で
あ
り
、
す
で
に
本
市

の
事
務
で
は
な
い
。
組
合
議
会
で
説

明
し
た
が
、
本
構
想
を
最
終
確
定
す

る
前
に
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等

を
行
い
、
市
民
の
意
見
を
お
聞
き
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ヌ
カ
カ
対
策
に
つ
い
て

■
議
員　
彦
名
地
区
を
対
象
に
実
施

し
て
い
る
ヌ
カ
カ
対
策
モ
デ
ル
事
業

の
内
容
と
成
果
を
伺
う
。

■
市
民
生
活
部
長　
ヌ
カ
カ
の
主
な

発
生
源
で
あ
る
荒
廃
農
地
で
石
灰
散

布
、
耕
う
ん
、
除
草
等
の
作
業
を
行

う
土
地
所
有
者
、
自
治
会
等
に
対
し

補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。
効
果
に

つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
好
評
で
あ
る
。

■
議
員　
自
治
会
は
地
域
の
た
め
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
作
業
し
て
い
る
が
、

負
担
が
か
か
り
過
ぎ
な
い
事
業
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
今
後
、
本
事
業

は
被
害
地
域
全
域
で
実
施
と
伺
っ
た

が
、
ど
の
地
域
を
想
定
さ
れ
、
ど
う

い
う
対
応
を
行
う
の
か
。

■
市
民
生
活
部
長　
弓
ヶ
浜
地
域
全

域
で
行
う
。
モ
デ
ル
事
業
の
検
証
結

果
に
基
づ
き
、
対
応
を
考
え
た
い
。

各個質問
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あ
ら
ま
し

正
副
議
長
あ
い
さ
つ

一
般
質
問

お
知
ら
せ

審
議
結
果

今
い ま

城
し ろ

 雅
ま さ

子
こ

 議員
（公明党議員団）

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

■
議
員　
梅
雨
時
を
迎
え
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
を
踏

ま
え
た
、
豪
雨
災
害
や
土
砂
災
害
時

の
対
策
の
考
え
を
伺
う
。

■
防
災
安
全
監　
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ

て
も
、
ま
ず
は
安
全
な
場
所
、
早
め

の
避
難
を
呼
び
か
け
、
一
人
一
人
の

命
を
守
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
最
重

要
で
あ
り
、
避
難
先
で
の
感
染
予
防

や
拡
大
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
が

大
切
と
考
え
る
。

■
議
員　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
を
踏
ま
え
、
一
人
一
人

が
「
自
分
事
と
し
て
」
防
災
を
考
え
、

準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
市
民

へ
の
防
災
意
識
の
啓
発
等
を
ど
の
よ

う
に
行
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

■
防
災
安
全
監　
避
難
所
以
外
で
も

安
全
な
場
所
へ
の
避
難
の
検
討
や
、

非
常
持
出
品
の
準
備
に
つ
い
て
、
市

報
、
自
治
会
回
覧
で
広
報
・
啓
発
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
人
一
人
の

防
災
行
動
計
画
「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
」
の
作
成
に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
よ
り
啓
発
し
て
い
る
。

■
議
員　
災
害
発
生
を
想
定
し
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

を
踏
ま
え
た
、
避
難
所
開
設
の
考
え

方
を
伺
う
。

■
市
長　
こ
れ
か
ら
の
災
害
・
避
難

に
つ
い
て
は
、
感
染
症
対
策
と
の
両

立
が
求
め
ら
れ
、
避
難
所
内
で
の
避

難
者
間
の
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
を
取
れ

る
よ
う
、
初
動
に
お
い
て
、
こ
れ
ま

で
よ
り
多
く
の
避
難
所
を
開
設
す
る

こ
と
を
基
本
に
考
え
て
い
る
。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

■
議
員　
利
活
用
が
非
常
に
困
難
で
、

特
定
空
家
に
認
定
さ
れ
な
い
物
件
に

対
し
て
、
危
険
な
空
き
家
除
却
の
取

組
を
進
め
る
た
め
、
米
子
市
特
定
空

家
等
除
却
支
援
事
業
の
制
度
を
拡
充

す
る
こ
と
へ
の
考
え
を
伺
う
。

■
都
市
整
備
部
長　
空
き
家
で
あ
っ

て
も
個
人
の
大
切
な
財
産
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
所
有
者
の
管
理
や
維
持
は

し
て
い
た
だ
く
と
い
う
観
点
で
、
今

の
時
点
で
は
対
象
の
緩
和
は
考
え
て

い
な
い
。

■
議
員　
今
後
こ
の
よ
う
な
利
活
用

が
困
難
な
物
件
に
つ
い
て
、
要
件
緩

和
に
向
け
た
検
討
を
要
望
す
る
。

国
く に

頭
と う

　靖
やすし

 議員
（よなご・未来）

コ
ロ
ナ
対
策
に
関
す
る
情
報
の

周
知
に
つ
い
て

■
議
員　
コ
ロ
ナ
対
策
に
関
す
る
情

報
の
周
知
に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
だ
け
で
な
く
、
自
治
会
で
の
細
や

か
な
回
覧
や
チ
ラ
シ
等
の
媒
体
も
必

要
に
な
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

■
総
務
部
長　
市
報
に
比
べ
早
い
ス

パ
ン
で
情
報
を
届
け
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
今
後
も
新
聞
の
折
り
込
み

チ
ラ
シ
を
活
用
し
た
周
知
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
議
員
御
提
案

の
回
覧
な
ど
も
工
夫
し
て
み
た
い
。

■
議
員　
コ
ロ
ナ
対
応
も
含
め
た
市

民
相
談
会
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
が
、
そ
う
い
っ
た
考
え
は
な

い
の
か
。

■
総
合
政
策
部
長　
相
談
対
応
に
つ

い
て
は
、
感
染
予
防
の
観
点
か
ら
一

か
所
に
人
が
集
ま
る
形
態
で
の
説
明

会
は
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

基
本
的
に
は
分
野
ご
と
の
相
談
窓
口

を
設
け
る
ほ
か
、
電
話
な
ど
に
よ
る

相
談
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

飲
食
業
応
援
割
引
券
の
周
知
に

つ
い
て

■
議
員　
市
民
へ
の
対
象
店
舗
の
周

知
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

■
経
済
部
長　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
割
引
券
の

発
送
の
際
に
、
６
月
２
日
時
点
で
の

登
録
店
舗
の
一
覧
表
を
同
封
し
て
い

る
。
そ
の
後
、
追
加
と
な
っ
た
登
録

店
舗
は
随
時
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
更

新
し
て
お
り
、
今
後
、
取
扱
店
舗
申

請
が
あ
る
程
度
落
ち
着
い
た
タ
イ
ミ

ン
グ
で
、
市
報
に
新
し
い
取
扱
店
舗

一
覧
表
を
折
り
込
む
な
ど
検
討
し
て

お
り
、
周
知
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

■
議
員　
小
売
等
に
対
象
を
広
げ
て
、

金
券
な
ど
い
わ
ゆ
る
商
品
券
を
追
加

す
る
考
え
は
今
後
あ
る
の
か
。

■
経
済
部
長　
他
の
業
種
に
も
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
出
始
め
て
い

る
。
御
提
案
の
商
品
券
も
経
済
対
策

の
一
つ
の
案
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

今
後
の
市
内
の
経
済
状
況
を
的
確
に

把
握
し
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
経

済
対
策
の
効
果
も
検
証
し
つ
つ
、
本

市
経
済
の
回
復
に
向
け
た
追
加
施
策

が
必
要
な
場
合
に
は
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

各個質問
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あ
ら
ま
し

正
副
議
長
あ
い
さ
つ

一
般
質
問

お
知
ら
せ

審
議
結
果

遠
え ん

藤
ど う

　通
とおる

 議員
（一

いち
院
いん

クラブ）

米
子
市
庁
舎
の

整
備
事
業
に
つ
い
て

■
議
員　
３
月
定
例
会
以
降
、
地
権

者
と
の
交
渉
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

何
回
程
度
行
わ
れ
た
の
か
、
地
権
者

の
市
の
用
地
取
得
に
対
す
る
理
解
に

つ
い
て
伺
う
。　

■
副
市
長　
地
権
者
の
方
を
２
回
お

尋
ね
し
、
お
話
を
し
て
い
る
。
誠
実

に
お
話
を
聞
い
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
感
じ
て
い
る
。
何
か
具
体
的
な
進

展
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
が
、

引
き
続
き
粘
り
強
く
お
話
を
し
、
用

地
交
渉
に
向
け
た
話
が
進
展
す
る
よ

う
努
め
て
い
く
。

■
議
員　
引
き
続
き
交
渉
を
行
う
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
３
月
定
例
会
で

発
言
さ
れ
て
い
た
今
年
度
中
に
交
渉

結
果
に
つ
い
て
決
断
す
る
と
い
う
姿

勢
に
変
わ
り
は
な
い
か
。

■
副
市
長　
本
庁
舎
は
、
５
～
６
年

先
に
大
規
模
改
修
の
工
事
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
前
提
と
し
て

用
地
取
得
が
今
必
要
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
事
情
を
丁
寧
に
説
明
し
て
い

る
。
年
度
末
ま
で
に
、
具
体
的
に
用

地
取
得
に
向
け
た
話
が
進
め
ら
れ
る

よ
う
こ
ぎ
着
け
た
い
。

■
議
員　
新
棟
・
糀
町
事
務
所
の
庁

舎
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
伺
う
。

■
総
務
部
長　
糀
町
庁
舎
は
、
市
の

本
庁
舎
の
分
庁
舎
に
当
た
る
公
用
財

産
と
考
え
て
い
る
。

■
議
員　
市
町
村
は
、
法
の
規
定
で

支
所
の
設
置
は
認
め
ら
れ
て
い
る
が

分
庁
舎
の
設
置
規
定
は
な
い
。
ま
た
、

別
の
規
定
で
は
、
都
市
整
備
部
が
糀

町
事
務
所
に
行
く
よ
う
な
「
特
定
機

関
」
の
庁
舎
の
位
置
づ
け
は
本
来
あ

り
得
な
い
と
あ
る
。
見
解
を
伺
う
。

■
総
務
部
長　
支
所
は
確
か
に
条
例

で
位
置
付
け
て
い
る
。
第
二
庁
舎
は

支
所
で
も
な
く
、
本
庁
舎
で
も
な
い

の
で
条
例
の
位
置
づ
け
は
な
い
。
糀

町
庁
舎
も
同
様
の
扱
い
と
な
る
。
市

の
一
部
門
の
み
が
入
っ
て
い
る
庁
舎

は
、
下
水
道
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

等
の
分
庁
舎
等
々
の
現
状
に
あ
る
。

■
議
員　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
庁

舎
と
位
置
付
け
る
こ
と
は
疑
問
だ
。

第
二
庁
舎
は
、
昔
は
社
会
福
祉
協
議

会
が
入
っ
て
い
た
研
修
セ
ン
タ
ー
で

あ
っ
た
。
そ
れ
が
空
い
た
か
ら
、
た

ま
た
ま
行
政
機
関
を
張
り
付
け
た
。

糀
町
庁
舎
の
よ
う
に
、
最
初
か
ら
庁

舎
機
能
を
持
た
せ
た
も
の
と
は
違
う
。

各個質問

８月３１日（月） 本会議（開会、議案上程） １４日（月） 決算民生教育分科会

９月 ２日（水） 本会議（各個質問） １５日（火） 決算都市経済分科会

３日（木） 本会議（各個質問） １７日（木）
総務政策委員会、予算総務政策分科会 

決算分科会長報告協議

７日（月） 本会議（各個質問） １８日（金）
民生教育委員会、予算民生教育分科会 

決算分科会長報告協議

８日（火） 本会議（各個質問、議案質疑、委員会付託） ２３日（水）
都市経済委員会、予算都市経済分科会 

決算分科会長報告協議

１０日（木） 予算決算委員会（全体会） ２５日（金） 予算決算委員会（全体会）

１１日（金） 決算総務政策分科会   ２９日（火） 本会議（付議案の処理、閉会）

9 月定例会日程

※請願・陳情は  ８月２７日（木）の正午までに議会事務局に提出してください。その後に提出された場合は１２月定例会にて審議することとなります。
※令和２年１２月定例会の日程は、９月２９日（火）に決定します。決まり次第、市議会ホームページに掲載します。



令和２年米子市議会５月臨時会提出議案審議結果一覧表
●全会一致で議決した議案●

議案番号 件　　　　　　名 議決結果

議案第52号 米子市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第53号 米子市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第54号 令和２年度米子市一般会計補正予算（補正第２回） 原案可決

議案第55号 令和２年度米子市国民健康保険事業特別会計補正予算（補正第１回） 原案可決

令和２年米子市議会６月定例会提出議案等審議結果一覧表
●全会一致で議決した議案等●

議案等番号 件　　　　　　名 議決結果

議案第56号 専決処分について（令和２年度米子市一般会計補正予算（補正第３回）） 原案承認

議案第57号 令和２年度米子市一般会計補正予算（補正第４回） 原案可決

議案第58号 農業委員会委員の少なくとも４分の１を認定農業者等又はこれらに準ずる者とすることについて 原案同意

議案第59号 専決処分について（米子市市税条例等の一部を改正する条例の制定について） 原案承認

議案第60号 専決処分について（米子市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について） 原案承認

議案第61号 専決処分について（米子市市税条例の一部を改正する条例の制定について） 原案承認

議案第62号 専決処分について（米子市公民館条例及び米子市学習等供用施設条例の一部を改正する条例の制定について） 原案承認

議案第63号 専決処分について（令和２年度米子市駐車場事業特別会計補正予算（補正第１回）） 原案承認

議案第64号 米子市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第65号 米子市弓浜コミュニティー広場条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第66号 米子市市税条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第67号 米子市市税条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第68号 米子市体育施設条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第69号 米子市市街化区域と一体的な地域等に係る開発許可等の基準に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第70号 事業委託契約の締結について 原案可決

議案第72号 財産の取得について 原案可決

議案第73号 令和２年度米子市一般会計補正予算（補正第６回） 原案可決

議案第74号 農業委員会委員の任命について 原案同意

議案第75号 米子市伯仙財産区管理委員の選任について 原案同意

議案第76号 監査委員の選任について 原案同意

諮問第2号 人権擁護委員候補者の推薦について 原案同意

●報告●
報告番号 件　　　　　　名

報告第2号 令和元年度米子市繰越明許費繰越計算書について

報告第3号 令和元年度米子市水道事業会計予算繰越計算書について

報告第4号 令和元年度米子市下水道事業会計予算繰越計算書について

報告第5号 法人の経営状況について

報告第6号 議会の委任による専決処分について（法律の改正に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について）

報告第7号 議会の委任による専決処分について（損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定について）

報告第8号 議会の委任による専決処分について（損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定について）

報告第9号 議会の委任による専決処分について（損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定について）

2020年9月　よなご市議会だより【62号】13
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令和２年米子市議会６月定例会提出議案等審議結果一覧表
●賛否が分かれた議案及び陳情●	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ○： 賛 成　 ×： 反 対　 議： 議 長

賛否の状況

蒼生会 蒼生会 よなご・未来 公明党議員団 信風 日本共産党
米子市議団 政英会 一院

クラブ 無所属

稲
田　

清

岩
﨑
康
朗

奥
岩
浩
基

尾
沢
三
夫

門
脇
一
男

田
村
謙
介

三
鴨
秀
文

国
頭　

靖

土
光　

均

西
川
章
三

矢
倉　

強

今
城
雅
子

前
原　

茂

安
田　

篤

矢
田
貝
香
織

安
達
卓
是

伊
藤
ひ
ろ
え

中
田
利
幸

石
橋
佳
枝

岡
村
英
治

又
野
史
朗

岡
田
啓
介

戸
田
隆
次

遠
藤　

通

渡
辺
穣
爾議案等番号 件　　　　　　名 議決結果

議案第71号 令和２年度米子市一般会計補正予算（補正第５回） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × 議

陳情第63号 地方財政の充実・強化を求める意見書の提出に関する陳情 不採択 × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 議

陳情第64号 「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の提出を求める陳情書 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × 議

陳情第65号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるための、2021 年度政府予算に
係る意見書採択に関する陳情 不採択 × × × × × × × ○ × ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 議

陳情第66号 検察官の定年延長に係る閣議決定の撤回について（陳情） 不採択 × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × 議

陳情第67号 女性差別撤廃条約選択議定書のすみやかな批准を求める意見書の提出を求める陳情 不採択 × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 議

陳情第68号 選択的夫婦別姓の導入など、一日も早い民法改正を求める意見書提出を求める陳情 不採択 × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 議

陳情第69号 米子市議会・委員会のインターネット中継の継続を求める陳情 不採択 × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × 議

陳情第70号 委員会のインターネット中継の継続を求める陳情 不採択 × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × 議

陳情
第65号

【不採択とした理由】
①大変な学校現場の状況、先生方の多忙さは十分認識しているが、国庫負担制度２分の１復元をすることでそのことが解決するこ
とにはならない。また、当該制度は、税源移譲した上で３分の１にしており、各都道府県なり市町村が判断ができるこの地方分権の
時代においてはそのまま継続すべきであるため。
②教育関係の予算は総額そのものを増やすべきと考えてはいるが、国庫負担制度で３分の１に減った分と税源移譲分がほぼ同額で
あり、より環境が悪化するとすればそれは自治体の問題であり、当該制度が悪いとは言えないため。
③国庫負担制度については、国庫負担金の改革と税源移譲、地方交付税の三位一体で検討すべきであるため。
④教育の機会均等や水準の維持向上については、都道府県における総額裁量制の活用状況や教職員の働き方改革、図書館、学校
施設等の整備促進なども合わせた上で検討すべきである。さらには、行政の重点的な課題の一つとして今取り組んでいる最中であ
り、当時の三位一体改革の中で国庫負担を２分の１から３分の１に引き下げられた分の税源移譲がなされており一体的な措置が講
じられていることから、国庫負担割合だけを２分の１に復元することには賛同しかねるため。
＜賛成意見＞
　子ども一人一人をよく見て、伸びるような教育を十分行うためには十分な教員数が必要であり、日本全体の教育のためには国がき
ちんと予算を使うべきである。また、ＯＥＣＤの調査でも日本の教職員の配置数は少ないと言われており、より教職員を配置するこ
とで様々な課題を抱えた子どもたちへの細かい教育、学びを保障することができる。
＜反対意見＞
①大変な学校現場の状況、先生方の多忙さは十分認識しているが、国庫負担制度２分の１復元をすることでそのことが解決するこ
とにはならない。また当該制度は、税源移譲した上で３分の１にしており、各都道府県なり市町村が判断ができるこの地方分権の時
代においてはそのまま継続すべきである。
②教育関係の予算は総額そのものを増やすべきと考えてはいるが、国庫負担制度で３分の１に減った分と税源移譲分がほぼ同額で
あり、より環境が悪化するとすればそれは自治体の問題であるため、当該制度が悪いとは言えない。
③国庫負担制度については、国庫負担金の改革と税源移譲、地方交付税の三位一体で検討すべきである。
④教育の機会均等や水準の維持向上については、都道府県における総額裁量制の活用状況や教職員の働き方改革、図書館、学校
施設等の整備促進なども合わせたうえで検討すべきである。さらには行政の重点的な課題の一つとして今取り組んでいる最中であ
り、当時の三位一体改革の中で国庫負担を２分の１から３分の１に引き下げられた分の税源移譲がなされており一体的な措置が講
じられているため、国庫負担割合だけを２分の１に復元することには賛同しかねる。

※会派等の構成は、6月定例会時のものです。
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令和２年米子市議会６月定例会提出議案等審議結果一覧表
●賛否が分かれた議案及び陳情●	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ○： 賛 成　 ×： 反 対　 議： 議 長

賛否の状況

蒼生会 蒼生会 よなご・未来 公明党議員団 信風 日本共産党
米子市議団 政英会 一院

クラブ 無所属
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﨑
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史
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啓
介

戸
田
隆
次

遠
藤　

通

渡
辺
穣
爾議案等番号 件　　　　　　名 議決結果

議案第71号 令和２年度米子市一般会計補正予算（補正第５回） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × 議

陳情第63号 地方財政の充実・強化を求める意見書の提出に関する陳情 不採択 × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 議

陳情第64号 「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の提出を求める陳情書 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × 議

陳情第65号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるための、2021 年度政府予算に
係る意見書採択に関する陳情 不採択 × × × × × × × ○ × ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 議

陳情第66号 検察官の定年延長に係る閣議決定の撤回について（陳情） 不採択 × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × 議

陳情第67号 女性差別撤廃条約選択議定書のすみやかな批准を求める意見書の提出を求める陳情 不採択 × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 議

陳情第68号 選択的夫婦別姓の導入など、一日も早い民法改正を求める意見書提出を求める陳情 不採択 × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 議

陳情第69号 米子市議会・委員会のインターネット中継の継続を求める陳情 不採択 × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × 議

陳情第70号 委員会のインターネット中継の継続を求める陳情 不採択 × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × 議

●陳情の議決結果の理由等①●

陳情
第63号

【不採択とした理由】
①地方公務員の人材確保を進める前に、まずは資質向上に努めなければならないため。
②国の財政状況も苦しい中、可能な限り工夫され予算措置されているため。
③本陳情の内容は、地方公務員のための財源確保を求めており、市民のためとはくみ取れないため。
④新型コロナウイルス感染症対策において、このたび国は約３２兆円の補正予算を組み、対応している。ほぼ毎年、同様の陳情を本
議会に提出されているが、このたび提出された本陳情は、新型コロナウイルス感染症対策の現状を照らし合わせた内容ではないた
め。
＜賛成意見＞
　新型コロナウイルス感染症対策の観点から、東京一極集中の是正が改めて認識されたが、そのためには地方にしっかりとした基
盤を整備し、様々なリスクに対応する必要がある。よって、地方財政の強化は急がなければならず、本陳情に賛同する。
＜反対意見＞
①地方公務員の人材確保を進める前に、まずは資質向上に努めなければならない。
②国の財政状況も苦しい中、可能な限り工夫され予算措置されている。
③本陳情の内容は、地方公務員のための財源確保を求めており、市民のためとはくみ取れない。
④新型コロナウイルス感染症対策において、このたび国は約３２兆円の補正予算を組み、対応している。ほぼ毎年、同様の陳情を本
議会に提出されているが、このたび提出された本陳情は、新型コロナウイルス感染症対策の現状を照らし合わせた内容ではない。

陳情
第64号

【不採択とした理由】
①今のコロナ禍において、地方の企業の存続が危機的な状況にある中、雇用の維持のためには最低賃金の引き上げは難しいと思
われる。賃金は、経済状況と事業者の経営状況のバランスの中で配分されるべきと考えており、本陳情には賛同できないため。
②コロナ禍において、経済や社会のあり方が根本から問われている中、最低賃金を引き上げていく必要性は理解できるが、現在の
鳥取県の最低賃金が７９０円であるのに対し、約２倍の１，５００円への引き上げは難しいと思われるため。
＜賛成意見＞
　都市部と地方の最低賃金額の格差が東京一極集中を促進してきたが、新型コロナウイルス感染症対策の観点から東京一極集中
の是正が喫緊の課題となっている。また、コロナ禍において、企業にとって雇用が最優先であり、今は最低賃金の引き上げをすべき
でないとの声もあるが、リーマンショックや東日本大震災のとき、最低賃金引き上げの抑制により、大量の派遣切りが起こったり、デ
フレから抜け出せなくなったりした現状がある。そのため、最低賃金の地域格差をなくし、国に対して中小企業支援策の拡充を求め
る本陳情に賛同する。
＜反対意見＞
①今のコロナ禍において、地方の企業の存続が危機的な状況にある中、雇用の維持のためには最低賃金の引き上げは難しいと思
われる。賃金は、経済状況と事業者の経営状況のバランスの中で配分されるべきと考えるため、本陳情には賛同できない。
②コロナ禍において、経済や社会のあり方が根本から問われている中、最低賃金を引き上げていく必要性は理解できるが、現在の
鳥取県の最低賃金が７９０円であるのに対し、約２倍の１，５００円への引き上げは難しいと思われる。
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令和２年米子市議会６月定例会提出議案等審議結果一覧表
●陳情の議決結果の理由等②●

陳情
第66号

【不採択とした理由】
①本陳情の内容は、本市議会の権能の範囲を超えており、また国家公務員の定年延長の問題とは別に、政争の具を持ち込んだ内
容であり、本議会から意見書を提出することはなじまないため。
②国会は法案の審議をされており、実際にこの件は廃案になっているため、本陳情に記載されている「行政権の長が、国会の権能
である法律改正を経ずに、勝手に法令変更を行ったに等しく、三権分立の崩壊もはなはだしい」という文言は当たらないため。
③検察庁法が定める検察官の定年による退職の特例は、定年年齢と退職時期の２点であり、検察官の定年延長については、一般
法である国家公務員法の規定が適用されると解釈でき、本陳情の内容には賛同できないため。
＜賛成意見＞
①閣議決定の問題に対し、日本弁護士連合会の会長をはじめ、全国の弁護士連合会の会長が反対声明を出している。閣議決定の
過程において、黒川前検事長の定年を延長させるために、無理やり法律の解釈をねじ曲げようとしたことは明らかであり、この問題
をただすため、意見書を提出する必要がある。
②閣議決定されたということは、将来にわたり検察の独立性が脅かされるおそれがある。政治介入の余地を残してはならない。
＜反対意見＞
①本陳情の内容は、本市議会の権能の範囲を超えており、また、国家公務員の定年延長の問題とは別に、政争の具を持ち込んだ内
容であるため、本議会から意見書を提出することはなじまない。
②国会は法案の審議をされており、実際にこの件は廃案になっているため、本陳情に記載されている「行政権の長が、国会の権能
である法律改正を経ずに、勝手に法令変更を行ったに等しく、三権分立の崩壊もはなはだしい」という文言は当たらない。
③検察庁法が定める検察官の定年による退職の特例は、定年年齢と退職時期の２点であり、検察官の定年延長については、一般
法である国家公務員法の規定が適用されると解釈できるため、本陳情の内容には賛同できない。

陳情
第67号

【不採択とした理由】
①政府は、第４次男女共同参画基本計画において、当該選択議定書については、早期批准について真剣に検討を進めるとしてお
り、今後の国の動向を見定め、十分に検討すべきであるため。
②仮に批准した場合、被差別者が裁判所で被害を認められなければ、国連に対して不服申し立てを行うことができるようになるが、仮に
国連が被害を認めた場合、日本の司法制度に矛盾が生じ、司法制度の根幹を揺るがす事態となり、現状での批准は無理と考えるため。
＜賛成意見＞
　女性差別撤廃条約選択議定書の批准については、参議院でも請願が２０回採択されており、条約の実効性を確保するためにも、
すみやかに批准することは大事なことであるため、地方から声を上げるべきである。
＜反対意見＞
①政府は、第４次男女共同参画基本計画において、当該選択議定書については、早期批准について真剣に検討を進めるとしている
ため、今後の国の動向を見定め、十分に検討すべきである。
②仮に批准した場合、被差別者が裁判所で被害を認められなければ、国連に対して不服申し立てを行うことができるようになるが、
仮に国連が被害を認めた場合、日本の司法制度に矛盾が生じ、司法制度の根幹を揺るがす事態となるため、現状での批准は無理と
考える。

陳情
第68号

【不採択とした理由】
①選択的夫婦別姓について、反対する市民の意見を検討することなく、本市議会から国に意見書を提出することは早急と考えるため。
②選択的夫婦別姓が認められているスウェーデンでは、同棲や事実婚が増加し、子どもの姓の問題が生じている。選択的夫婦別姓
の導入については、現在、国において調査中であり、現時点において国に意見書を上げることは時期尚早であるため。
＜賛成意見＞
　選択的夫婦別姓に関する政府の調査では、今、婚姻が多いと思われる３０代では、８４％が賛成という結果が出ている。本陳情
はあくまでも別姓の選択の自由を求めており、夫婦別姓に反対であっても、不利益を被る人はいないと考える。また、選択的夫婦別
姓の導入を求める女性の声を実際に聞いている。
＜反対意見＞
①選択的夫婦別姓について、反対する市民の意見を検討することなく、本市議会から国に意見書を提出することは早急と考える。
②選択的夫婦別姓が認められているスウェーデンでは、同棲や事実婚が増加し、子どもの姓の問題が生じている。選択的夫婦別姓
の導入については、現在、国において調査中であるため、現時点において国に意見書を上げることは時期尚早である。

陳情
第69号 
陳情

第70号

【議決の経過】
　委員会審査の結果、願意に賛同したためとの理由により、採択となったが、本会議において審議した結果、不採択となった。
＜賛成意見＞
①委員会のインターネット中継は基本的に実施するという前提で協議をされてきた経過があり、傍聴の自粛を解除したとしても、中
継を継続していくことが市民の要望に応えることである。
②より一層の市民の知る権利、政治参加を進めるため、中継ができる設備が整っている議場での委員会のインターネット中継はす
べきである。
③傍聴の自粛を解除した現在でも、傍聴席数に制限を加えている現状を見れば、中継を継続すべき。
＜反対意見＞
　本来、委員会は委員会室で実施するべきであり、委員会室でインターネット中継ができるような議論を今後深めていくにしても、
傍聴自粛の代替措置として、本会議場で時限的に始めた委員会のインターネット中継であるため、傍聴自粛が解除された現在、中継
の継続はすべきでない。
※同趣旨の陳情のため、２件を一括して審査した。
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米子市議会ホームページのご案内
米子市議会のホームページに議会のさまざまな情報を掲載しています。
●市議会だより ●市議会インターネット中継　　　
●議員の紹介 ●傍聴のご案内
●議長交際費 ●本議会、委員会及び全員協議会の日程
●本会議、委員会の会議録
●政務活動費 ●よくある質問　など
【市議会ホームページ】http://www.city.yonago.lg.jp/gikai/
スマートフォン、タブレットからもごらんになれます。
※市議会だより裏表紙の二次元コードをご利用ください。

予算決算委員会のインターネット中継を行います
　米子市議会では、本会議のインターネット中継のほかに前年度の決算総括質問を行う９
月定例会と次年度の当初予算に関する予算総括質問を行う３月定例会の年２回の定例会
において、予算決算委員会（全体会）の総括質問のインターネット中継を行なっています。
　令和2年９月定例会は、9月10日（木）の午前10時から開催する
予算決算委員会（全体会）を中継します。
ぜひ、ごらんください！

※同時に多くの方がインターネット中継を視聴された場合、
映像がうまく映らないことがあります。

9月10日

　無料アプリ「マチイロ」を利用して、いつでもどこでも市議会だよりを読むことができ
ます。「マチイロ」とは、スマートフォン用アプリケーションで、「マチイロ」に登録している
自治体の広報紙や議会だよりをスマートフォンやタブレットなどで読むことができます。
ぜひ、ご利用ください！
※アプリのダウンロードは無料でできますが、通信費は利用者の負担となります。

で市議会だよりをもっと身近に
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請願書・陳情書のつくり方
　請願・陳情は、市議会と市民を直接つなぐ大切な手段です。市政についての意見や希望があ
るときは、だれでも提出できます。請願には、紹介議員の署名又は記名押印が必要ですが、陳情
には紹介議員は不要です。

①法人、団体として提出される場合は、その所在
地及び名称並びに代表者の氏名及び印が必要
です。昼間に連絡のとれる電話番号も記載して
おいてください。
②内容が２項目にわたるときは、なるべく１項目
ごとに提出してください。
③提出者が多数の場合には、なるべく代表者を
選び、提出者欄に記入してください。
④関係行政庁に意見書の提出を求める請願・陳
情の場合は、意見書の案を添付してください。

※事務処理の都合上、定例会開会日の２日前（市の休日を除く）の正午までに提出されたものについて、その定例
会で審議されます。上記期限後に提出されたものは、その次の定例会で審議されることになります。
※請願・陳情は、郵送でなく、なるべく議会事務局へご持参ください。

【記載上の注意事項】 【書式例】
〈表紙〉 〈内容〉

〇〇〇に関する
請　願　書

年　月　日
米子市議会議長 様

１ 要旨……
２ 理由……

〇〇〇に関する請願

（提出者）
住　所
氏　名  ㊞
電話番号紹介議員

氏名
（署名又は記名押印）

※陳情書については、請願書の書式に準じて
　記載してください。

提出された陳情書の
取り扱い

賛同議員あり 賛同議員なし

住　民

議長（事務局）

陳情書

受理

全議員に配付

審査状況の報告

陳情の採決

陳情者への結果通知

所管の委員会で審査
※原則、賛同議員に説明を求める。

本
会
議

所管の委員会に付託

配付にとどめた旨、
陳情者へ通知。

議会運営委員会で確認
本
会
議
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政務活動費の領収書などを公開しています
　米子市議会では、政務活動費の適正な運用を期すとともに、その使途の透明性をより高める
ため、平成28年度分の政務活動費から収支報告書とあわせて領収書などの支出の証拠となる
書類を公開しています。

　平成28年度分の政務活動費から収支報告書および領収書などの支出の証拠となる書
類を公開しています。
※平成27年度分は、収支報告書のみ公開しています。

【市議会ホームページ】 http://www.city.yonago.lg.jp/gikai/
●ホームページ内の「政務活動費」からごらんいただけます。
●スマートフォン、タブレットからもごらんになれます。
※市議会だより裏表紙の二次元コードをご利用ください。

インターネットでの公開について

　平成28年度分の政務活動費から収支報告書および領収書などの支出の証拠となる書
類の写しをどなたでも閲覧することができます。

●領収書などの支出の証拠となる書類は、米子市情報公開条例に基づき、個人情報等の
保護のため一部黒塗り処理しています。
●閲覧できる書類は、有料でコピーできます。複写機使用料は1枚（モノクロ、A3サイズ
まで）10円です。
●平成27年度分の領収書などの支出の証拠となる書類の写しの閲覧には公文書公開請
求をしていただく必要があります。

書類の閲覧について

閲覧場所　議会事務局（市役所本庁舎5階）へお越しください。

閲覧時間　月曜日から金曜日まで（閉庁日は除く） 
午前8時30分から午後5時15分まで
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表紙写真・イラスト募集中！
よなご市議会だよりを、皆様に親しまれ、より身近な広報紙とするため表紙写真等を募集します。

あなたの作品で表紙を飾ってみませんか。

応募
資格 米子市内に住んでいる方、または通勤・通学している方

応募
内容

写真 
 ●応募者が米子市内で撮影した写真で未発表のもの
※組み写真、合成写真不可
●個人が特定できる写真は、本人の承諾を得たもの
※デジタル写真は600万画素以上
（A4サイズで印刷しても画像が荒れないもの）
※プリント写真は2Lサイズ以上

イラスト  ●ハガキサイズ以上、A３サイズ以下

締切 令和２年９月18日（金）【令和2年12月1日発行号】
※発行される季節に見合う写真・イラストをお待ちしています！

選定
方法

●期日までに応募のあった作品から広報広聴委員会において選定します。
●応募作品がない場合や採用作品がない場合は、本委員会で撮影した写真を使用する
か、過去にご応募いただいた作品の中から選定します。

応募
方法

住所、氏名（ふりがな）、電話番号、作品タイトル、写真の場合は撮影場所、撮影年月を明
記の上、郵送、持参、電子メールで下記の問い合わせ先までご応募ください。

※電子メールで応募される場合は、5メガバイト以下の容量で送信してください。データが
５メガバイトを超える場合、セキュリティの関係上、受信することができません。
送信できない場合は、恐れ入りますが、写真についてはデータをSＤカード等に保存して
ご持参いただくか、プリント写真（２Lサイズ以上）を郵送、もしくはご持参いただきます
ようお願いします。イラストについては、現物を郵送、もしくはご持参いただきますようお
願いします。
※必要に応じて、写真の元データやイラストの現物の提出をお願いすることがあります。

※応募作品に関する著作権、肖像権等の問題が発生した場合、その責任及び解決は応募者に帰属します。
※採用作品は市議会だよりの掲載をもって発表とします。（トリミングを行う場合があります。）
※応募作品は、無償で米子市議会が使用することに承諾したものとします。（希望される方には作品を返却します。）

お問合わせ先
米子市議会事務局　〒683-8686 米子市加茂町一丁目１番地

TEL：（０８５９）３２-０３０２　FAX：（０８５９）３５-６４６４
メール：gikai@city.yonago.lg.jp
URL：https://www.city.yonago.lg.jp/gikai/
ご意見等ありましたら、電話・FAX・メールでお気軽にお寄せください。
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